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若手研究者海外挑戦プログラムによる派遣を終了しましたので、下記のとおり報告いたします。

なお、下記記載の内容については相違ありません。

記

1. 派遣先：都市名 ロンドン 亭イギリス ヽ
ーノ』

2. 研究課題名（和文） ：形状制約を用いたノンパラメトリック操作変数モデルの集合推定

3. 派遣期間：令和 1 8月 10日 ～ 令和 1 11月 11日 ( 94日日）

4. 受入機関名 ・部局名： De artment of Economics Universit Colle e London 

5. 派遣先で従事した研究内容と研究状況 (1/2ページ程度を目安に記入すること）

私は UniversityCollege Londonで「形状制約を用いたノ ンバラメトリック操作変数の集合推定」に

ついて研究を行った。

まず、ノンパラメトリック操作変数モデルの識別可能性について諮論し、シミュレーション等を

通して提案する部分識別方法でどの程度識別集合を小さくできるかを調べた。 一般に、内生変数が

連続変数であり操作変数が離散変数である場合、モデルを識別することはできない。本研究では、

形状制約を用いることで離散な操作変数に対しても有効な部分識別方法を提案した。さらに、シミ

ュレーションを通して、形状制約が識別力を持つことを明らかにした。実際に、形状制約のないモ

デルでは有界な識別集合を得ることができないが、単調性等の形状制約を課すことで有界な識別集

合を得ることができることを示 した。

次に、上で提案した識別方法に基づいた推定方法を提案した。この研究では、ノンパラメ トリ ッ

クなモデルを考えているため、このモデルでの推定対象は無限次元となる。無限次元のパラメータ

を直接推定することは不可能なため、 sieve法という手法を用いて無限次元のパラメータ空間を有限

次元で近似することで推定を行う。また、 適当なsieveを選ぶこ とで単調性、凹性、 リプシッツ性等

の形状制約を簡単に課すことができる。具体的には、Bernstein多項式と呼ばれる多項式を用いてsieve

法を実行する。また、Bernstein多項式を用いるこ とによって、線形計画法を用いて識別集合の推定

値を得る ことができる ことを明らかにした。さらに、提案した推定方法の漸近的な性質を調べ、こ

の推定且が一致性を持つことも示した。
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6. 研究成果発表等の見通し及び今後の研究計画の方向性 (1/2ページ程度を目安に記入すること）

5に書いたように、本研究では、ノンパラメ トリ ック操作変数モデルの新しい部分識別方法と推

定方法を提案した。今後の研究の方針としては、提案した推定方法を用いて実データ分析をするこ

とを考えている。具体的には、ニカラグアで実地されたAtenciona Crisis programという現金給付プ

ログラムのデータを用いる。このプログラムでは、ランダム化比較試験を用いて特定の現金給付プ

ログラムが子供の認知能力の発達に与える影嘔を調べている。例えば、 Macourset al. (2012)はこの

プログラムを用いて、現金給付プログラムが子供の認知能カテストのスコアをどの程度上昇させる

かを調べた。しかし、これまでの研究では、このプログラムで実行されていない現金給付プログラ

ムの効果については調べられていない。そこで、本研究で提案した推定方法を用いて家計の所得と

認知能カテストのスコアの関係を調べることで、実際には実行されていない現金給付プログラムの

効果を測定する。反実仮想的な政策効果の推定は計量経済学の分野では重要な問題であり、このよ

うな実証研究は今後の研究に大きなインパクトを与えると考えられる。

上で書いたような実証分析をした後で、研究成果をまとめて"PartialIdentification of Discrete 

Instrumental Variable Models using Shape Restrictions"という タイ トルで国際学術誌に投稿することを考

えている。具体的には、 QuantitativeEconomicsまたはJournalof Econometricsという計量経済学のト

ップジャーナルに投稿する予定である。

本研究の成果の一部は「2018年度関西計量経済学研究会」で発表しており、そこでの発表で最侵

秀報告賞に選ばれた。また、「Mini-conferencein econometrics in summer 2019」と UniversityCollege 

Londonのセミナーで英語発表を行った。今後は、 「日本経済学会」や 「統計学関連学会連合大会」な

どの国内学会や「EconometricSociety Asia Meeting」等の国際学会で発表する予定である。

7. 本プログラムに採用されたことで得られたこと (1/2ページ程度を目安に記入すること）

今回のUniversityCollege Londonへの滞在で一番の収穫は、一流の計量経済学者とのネットワーク

を築けたことである。受入研究者である北川透先生だけでなく、セミナー発表などを通じて

Unjversity College LondonのAureode Paula氏、 MartinWeidner氏、 DanielWilhelm氏、 LondonSchool 

of EconomicsのTaisukeOtsu氏などから有益なコメントを頂いた。特に、 DanielWilhelm氏は形状制

約を用いた推定の第一人者であり、今回の研究についても非常に有益なコメントを頂いた。また、

北川先生の主催する勉強会に参加することで、 UniversityCollege Londonの大学院生とも交流するこ

とができた。このような若手研究者との交流も今回の滞在の収穫であると考える。

また、 UniversityCollege Londonでのセミナーに参加できたことも収穫の 1つである。University

College Londonでは非常に多くのセミナーが開催されており、特に計量経済学の分野では、学外の研

究者によるセミナー報告と学内の学生または教員によるセミナー報告が毎週開催されており、最新

の計量経済学の研究に多く触れることができた。特に学内の研究者のセミナーでは遂行中の研究の

報告もあり、 UniversityCollege Londonに滞在しない限りは聞くことのできない報告も多かった。こ

のようなセミナー報告は非常に刺激的であり、今後の研究にとって有益であると確信している。

最後に、今回の研究課題とは直接関係しないが、今回の滞在をきっかけに受入研究者の北川先生

とtreatmentchoiceという分野に関する共同研究を始めることができた。この研究は北川先生の専門

である treatmentchoiceと自分の専門である形状制約を組み合わせたものである。これは北川先生と

の毎週のミーティングの中から生まれたものであり、今回の滞在が無ければ生まれなかった研究で

あると考える。
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